
※平成26年度現在

○建設着手年月日　名寄：昭和46年　風連：平成5年

○供用開始年月日　名寄：昭和55年　風連：平成9年

○処理区域内人口　25,051人（普及率87.2％）

○水洗化人口　　　24,195人（水洗化率　96.6％）

○年間総処理水量　5,336,617ｍ3

○管渠延長 196Km

合流管 43Km

汚水管 130Km

雨水管 23Km

○主な施設

名寄下水終末処理場 処理能力：12,960ｍ3/日

風連浄水管理センター 処理能力：   893ｍ3/日

１．下水道事業の沿革

２．平成２６年度の決算状況
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 歳入歳出総額は１，１４６，０６３千円となり、歳出では下水道事業費（施設整備や維持管理にかかる費 

用）と公債費（借金を支払う経費）が半々となっています。 

 歳入では、使用料及び手数料（下水道使用料などです）が全体の４割、財源不足を補う繰入金が４割と 

なっています。 
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基準内繰入金の状況（千円）

基準内 基準外
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老朽化施設の増加に
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が予想される。

10年後は1.4倍に増加
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事業費：１２４，２００，０００円
概要：除塵機更新　２台
整備時期：昭和５２年（３７年経過）
耐用年数：１５年

事業費：４９，２９３，９３０円
概要：管径１，５００～１，３５０ｍｍ　延長１１０ｍ
整備時期：今回新設
耐用年数：５０年

事業費：３，０２１，８４０円
概要：９基新設
整備時期：今回新設
耐用年数：５０年

３．平成26年度の主な事業内容
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 処理場に雨水と一緒に入ってくるごみ・砂をすき 

とる機械の更新工事です 

 北斗団地の住宅整備に併せて、雨水管渠を新 

設し雨などによる浸水を防ぎます 

（３）公共桝設置工事 

（１）名寄下水終末処理場内沈砂池設備外更新工事 

（２）昭和通道路改良舗装・雨水管渠整備工事 

603,824

573,688

556,405

563,558

570,976

530,000

540,000

550,000

560,000

570,000

580,000

590,000

600,000

610,000

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

元利償還金の推移（千円）

6,782,683 

6,508,862 

6,259,973 

5,978,699 

5,668,084 

5,000,000 

5,200,000 

5,400,000 

5,600,000 

5,800,000 

6,000,000 

6,200,000 

6,400,000 

6,600,000 

6,800,000 

7,000,000 

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

地方債現在高（千円）

589,389 
465,824 460,001 456,202 445,910 481,715 

16,546 

12,330 23,732 13,276 12,937 
9,646 

0 

200,000 

400,000 

600,000 

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

基準内繰入金の状況（千円）

基準内 基準外

 家庭などの排水設備を下水道管へつなぐため 

の施設のひとつです 
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事業費：９，８４２，１０８円
概要：９７件

事業費：１，２８７，５６３円
概要：５０件
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【排水設備の仕組み】 

 一般的に家庭の台所などからでる生活排水は、家の中 

の配管をとおして外の下水道管へ排水されます。 

 故障などトラブルがあった場合の経費負担は、家や家の 

敷地内から道路にある公共桝までは個人が負担します。 

（４）人孔斜壁破損箇所修繕 

（５）下水道管閉塞解除等 
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 管渠・マンホール・公共桝などの下水道施設 

が壊れた場合に緊急的に修繕します 
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※人孔（じんこう）= マンホールのことです 

 排水に含まれる油や土砂などにより下水管 

が詰まる（閉塞）と、排水は流れなくなるのでバ 

キューム（くみ取り）や高圧洗浄により油などを 

除去します。 
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